
申込先
〒521-0016　滋賀県米原市下多良2-137
TEL：0749-52-5111　FAX：0749-52-5119　

※JR米原駅西口より徒歩７分
※月曜休館（祝日の場合は翌日以降の営業日）

※お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、公益財団法人びわ湖
　芸術文化財団の個人情報保護規程により管理いたします。
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※文化施設、文化団体等

参加される日に○を付けてください。
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Eメール：bunsan@biwako-arts.or.jp
https://www.s-bunsan.jp/ドラッグ

ユタカ
ドラッグ
ユタカ

東横イン

下記のいずれかの方法でお申し込みください。
①QRコードよりホームページ内申込フォームにて
②下記にご記入いただきFAXにて（FAX：0749-52-5119）
③電話にて（TEL：0749-52-5111） ※受付時間／8：30～17：00

IAMAS（情報科学芸
術大学院大学）教授。
1959年東京生まれ。
医学と哲学と芸術を三
つの頂点とする三角形
の中心に「身体」をすえ
て、独特の身体論を展

開。医学史・医療人類学から見た身体、古典芸能
（歌舞伎、文楽、能楽、落語）から見た身体、そし
て現代思想とくに表象文化論から見た身体など
について横断的に考察している。各地で歌舞伎
や落語に関する市民講座や公開講座などを行っ
ている。黒猫と暮らす。

長浜城歴史博物館学芸員。
1988年熊本生まれ。同志社大
学文学研究科美学芸術学専攻
博士課程（前期）修了。高月観
音の里歴史民俗資料館、曳山
博物館を経て、2018年より現
職。専門は仏教美術。長浜城歴
史博物館では、「長浜曳山祭―
世界が認めた長浜の至宝―」
「竹生島弁才天―仏から神へ、
その信仰の展開―」（2020）を
はじめとする展覧会を担当。
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５月21日日 ７月２日 日

芝居小屋「長栄座」夏のフェスティバル

小林昌廣
こばやし まさひろ

坂口泰章
さかぐち やすあき 能楽シテ方観世流能楽師。準職分。昭和45年生。幼少

より河村晴夫師、長じて十三世林喜右衛門師、および
十四世林宗一郎師に師事。３歳にて初舞台。平成10
年に林喜右衛門師より独立を許される。平成17年11
月に大曲《道成寺》、令和５年４月に《安宅 勧進帳》を
披くなど、能の上演多数。平成26年３月、兵庫県豊岡
市の豊岡市民プラザにおいて、新作能《田道間守》の
製作、脚本を担当する。京都・三田・東京にて社中の会
「碧道会」を主宰する。中国・米国・オランダ・ベルギー・
フランス・カナダ・オーストリア・スイス・英国・ギリシャ
等、海外公演に参加多数。平成17年度より京都芸術セ
ンター主催の素謡の会『義経を謡ふ』『百花謡乱』『木
謡日の世阿弥』『源氏の恋模謡』『寧楽逍謡』『一調二
機三声』『謡の旅路』『平家を謡ふ』『ようこそ、観阿弥さ
ん』『世謡の春』『宙にただよう恋』『世うつしの鏡』『う
たいろあはせ』のナビゲーター（紹介者）を勤める。能
の普及に微力ながらも一助となるよう活動している。

田茂井廣道
た  も  い ひろみち

ひら

たじまもり

ゲスト（5/21） ゲスト（7/2）

８月５日（土）
　　６日（日）

８月11日（金・祝）

８月12日（土）

長栄座伝承会「むすひ」～東西を結び、刻を結び、乾坤を結ぶ～

片山九郎右衛門　親子で楽しむ日本の伝統芸能～能「大会」

びわ湖ホール声楽アンサンブル『美しい日本の歌』米原公演vol.3

だいえ

「竹生島」に
まつわる演目が

出てきます

明治時代に長浜に創建され

た芝居小屋「長栄座」を期間

限定で当館内に再現し、古

典芸能やコラボレーション

公演など、様々な公演を行う

フェスティバルです。

講師プロフィール

・

文産


